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研究成果の概要（和文）：アメリカで開かれた国際学会のキューバに関するセッションに参加し、

情報収集をした上で、実際にキューバに渡航し、主に旧ヘミングウェイ邸で調査をした。その

結果、ヘミングウェイ晩年の宗教観に関して非常に重要な発見があった。 
 
研究成果の概要（英文）：Attending the international conference held in Kansas City, I joined 
a panel on Hemingway and Cuba.  At the Hemingway’s house in Cuba, I discovered an 
important material concerning his religious attitude in his later years. 
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研究分野：アメリカ文学 
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１．研究開始当初の背景 
現在、日本でのアーネスト・ヘミングウェ

イ研究はアメリカにおける研究成果に基づ
いて形成されている。アメリカと民主主義を
代表する文化的アイコンとして捉えられて
いるのである。しかしヘミングウェイが死に
至る直前までその人生の 3 分の 1 を過ごした
キューバでは、彼の文学はキューバ国民文学
として、つまり共産主義文学として読まれて
いるのである。実際、アメリカにおいてもカ
ストロ政権下にキューバにとどまり、またカ
ストロ本人とも親交があった点が問題視さ

れてもいる。われわれ日本のアメリカ文学者
はこのようなキューバ国民文学としての文
脈におかれたヘミングウェイ研究をほとん
ど知ることがない。アメリカとキューバの国
交が閉ざされている中で、むしろ日本はキュ
ーバにあるヘミングウェイ関係の資料にア
メリカ以上にアクセスしやすい状況にある。 
 
２．研究の目的 
 国交が閉ざされているためにアメリカ人
にはアクセスできない資料がキューバには
多数保管されている。ヘミングウェイが晩年
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20 年以上にわたって生活していたキューバ
の旧ヘミングウェイ邸には、蔵書類を含め、
いまだ精査されていない多数の原稿類が存
在しているのである。今回の研究の目的は、
これらの資料を調査し、これまで発見されて
いなかった新事実を発見することである。 
 
３．研究の方法 
（1）国際学会への参加 
 2008年度にはアメリカのカンザス・シティ
で第 13回国際ヘミングウェイ学会が開催さ
れた。この学会ではキューバからパネリスト
を呼び、キューバ関連のパネルが開かれた。
キューバのヘミングウェイ邸に保管されて
いる資料の概要を知るためにこの学会に参
加した。 
 
（2）キューバにおける現地調査 
 2009年度の夏にキューバに渡航し、現地エ
ージェントと連携を取りながら 2日間にわた
って旧ヘミングウェイ邸を調査した。まずは
膨大な蔵書類を精査し、写真に収める作業を
行った。また、ヘミングウェイ生前の知人で
存命のキューバ人にコンタクトを取っても
らい、インタビューを行った。 
 
４．研究成果 
（1）国際学会 
 6月 9日から 15日までミズーリ州カンザス
で行われた国際ヘミングウェイ学会に参加
し、研究発表を行うとともにキューバ関連の
セッションを聴講した。キューバ関連のセッ
ションにおいては特にキューバ時代のヘミ
ングウェイの住居であったフィンカ・ビヒア
修復に関するシンポジウムが非常に有益で、
当該研究に関する有益な情報を得ることが
できた。しかしながらフィンカ・ビヒア（現
ヘミングウェイミュージアム）の前館長であ
るグラディス・ロドリゲス・フェレーロによ
る発表が予定されていたにもかかわらず、ア
メリカ政府からビザの発給がおりなかった
ためにフェレーロの発表は中止されること
になった。21年度のキューバ渡航に関して情
報収集をするために、フェレーロへのインタ
ビューを予定していたが、それも不可能とな
ってしまった。 
 学会のセッションでは、フィンカ・ビヒア
の現在の状況が非常によく分かった。経済力
のないキューバでは、建物の修復は難しく、
老朽化が進んでいたが、そのためにこれまで
疎遠であったアメリカの研究者と連携を取
る必要が生じ、アメリカの修復チームがキュ
ーバに入ることになった。現在ではヘミング
ウェイが存命していた頃の状態に復活して
いるという。 
 フィンカ・ビヒアのセッションだけでなく、
キューバで制作されたヘミングウェイ関係

の映画の上映など、この学会はキューバ関連
の研究動向が非常に充実していた。 
 
（2）コブレ 

キューバでは、まず最初にヘミングウェイ
晩年の宗教観を確かめるために、ヘミングウ
ェイがノーベル賞のメダルを寄付したコブ
レの教会に向かった。『老人と海』にも登場
するこの教会は、キューバの人々に愛される
非常に重要な場所であることが実感できた。
飾られているマリア像の由来などを調査し
た結果、『老人と海』という作品の中でコブ
レのマリア像がどのような意味を持ってい
るのかがより深く理解できた。またなぜヘミ
ングウェイがノーベル賞のメダルを寄付し
たのか、というヘミングウェイの宗教観に関
わる問題に対してより深い洞察を与えられ
た。 

ヘミングウェイがノーベル賞のメダルを
コブレの教会に寄付したのは、これまでは一
般的にヘミングウェイの宗教性を原因とす
る説がほとんどであったが、現地調査の結果
判明したのは、そこに政治的な事情も絡んで
いたことである。ヘミングウェイがノーベル
賞を受賞した当時のキューバはフルヘンシ
オ・バチスタの独裁政権によって支配されて
いたが、バチスタ政権と敵対するヘミングウ
ェイは，ノーベル賞がバチスタによって奪わ
れ、政治的に利用されるのを恐れていたとい
う。そのために、政府の手が及ばない教会に
寄付するのが最も安全だと考えていた可能
性があることが明らかになった。 

現在ではコブレの教会にはヘミングウェ
イのノーベル賞メダルは展示されていない。
数年前に盗難にあったためであり、メダル自
体は取り替えされたものの、現在では一般の
人の目に触れないところに保管されており、
さまざまな関係筋を頼って実物を閲覧でき
るよう訴えたが、今回の調査では見ることが
できなかった。 
 
（3）コヒマル 
 『老人と海』の舞台となった漁村コヒマル
にも調査に向かった。小さな村であり、今日
では地元の漁師の寄付金でヘミングウェイ
の銅像が建てられている。 
 『老人と海』のラストシーンでは、コヒマ
ルのラ・テラサというバーが描かれる。最後
の印象的な、マカジキの背骨をアメリカ人旅
行者が目撃する場面はここを舞台にしてい
る。しかし，実際に現地に行って明らかにな
ったのは、ラ・テラサからは漁師の舟が寄せ
られる港は見えないということである。ヘミ
ングウェイがフィクションを創作するにあ
たって、実際の地理関係に歪曲を加えている
ことが明らかになった。 
 



 

 

（4）フィンカ・ビヒア 
 キューバへの調査旅行の最大の目的であ
るフィンカ・ビヒアには 2 日間を費やした。
初日にヘミングウェイの蔵書を精査したが、
このときには非常に大きな発見があった。お
そらく晩年のヘミングウェイの宗教観に関
わるものとしては最大の発見であると考え
られる。 
 ヘミングウェイは 2度目の妻ポーリーン・
ファイファーと結婚したとき、ポーリーンの
家にあわせてカトリックの改宗している。ヘ
ミングウェイのカトリシズムへの傾倒はさ
まざまな説が唱えられているが、大きく分け
てふたつある。ひとつは前の妻ハドリー・リ
チャードソンと離婚するための便宜的な改
宗であったという説である。これは今日でも
強い影響力を持っている説である。 
 それに反対する説として、ヘミングウェイ
が実は最初の結婚をする前、第一次世界大戦
で従軍していたときからすでに、カトリック
には大きな関心を持っており、ポーリーンと
の結婚はそのきっかけでしかなかったとい
うものである。 
 その人生において、ヘミングウェイのカト
リックに対する熱意は、その時々によって強
くなったり弱くなったりしていて、必ずしも
終始一貫してカトリックに帰依していたわ
けではない。しかし少なくとも事実としてあ
げられるのは、ヘミングウェイがポーリーン
と離婚した後も、カトリック教徒であり続け
たということである。 

図 1 ガスとロバート・ファイファーの署名 
 
 今回明らかになったのは、ポーリーンの叔
父のガス・ファイファーとの関係である。大
金持ちのガス・ファイファーはポーリーンと
ヘミングウェイの最大のスポンサーであっ
た。ヘミングウェイはガス・ファイファーに
車を買ってもらったり、サファリ旅行をする
資金援助を受けたりしていたのである。一般
的にカトリック教徒は離婚を認めていない
ので、ヘミングウェイがポーリーンと離婚し
た後はファイファー家とは縁が切れたと考
えられていたが、今回蔵書を念入りに調査し

てみたところ、離婚後 10年近くたってから、
ガス・ファイファーから親戚のロバート・フ
ァイファーという宗教学者が書いた宗教に
関する研究書をサインつきで送られている
ことである。この関係は一度にとどまらず、
その数年後にはロバート・ファイファーの 2
冊目の著作が、今度は直接ロバート・ファイ
ファーから送られている。 

図 2 ロバート・ファイファーの署名 
 
これまで蔵書リスト自体は作られており、

ヘミングウェイの所有していた書物の一覧
は入手可能であったが、実際に現地に行って
現物を閲覧することで、書籍の表紙に書かれ
たサインを発見することができた。これはヘ
ミングウェイとファイファー家との関係を
見直す大きな根拠となるだろう。ポーリーン
と離婚後もヘミングウェイはカトリックへ
の信仰に関して、ガス・ファイファーの指導
を受けていた可能性があるのである。 
 その裏付けとなるかのように、その他の祈
祷書や聖書など、実物を目にすると、相当使
い込まれてぼろぼろになっており、ヘミング
ウェイの宗教に対する姿勢は，これまで考え
られてきたよりはるかに強いものであった
ことが伺える。 
 また、ヘミングウェイは息子たちをフィン
カ・ビヒアに呼び寄せた際は、教会に通わせ、
宗教行事に参加させていたことが分かった。
宗教儀礼の手ほどきの本に、ヘミングウェイ
から息子にあてたメッセージが書かれてい
たのである。 
 調査 2日目に，生前のヘミングウェイを知
る老人たちにインタビューを行い、ヘミング
ウェイのカトリック信仰に関する上記のよ
うな推測の裏付けをしてもらった。一般に晩
年のヘミングウェイはアフリカなどの部族
宗教に熱心であったとされているが、それら
の根拠になる品物などはサファリ旅行に行
った際に持ち帰ったただのお土産に過ぎな
いという証言であった。 
 これらのことから、ヘミングウェイの晩年
の信仰に関しては、先行研究で当然とされて
いたことを大幅に見直さなければならない



 

 

ということが明らかになったのである。 
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